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　自己免疫性と考えられる角膜炎を臨床上認める
事があるが、その発症機構に関しては不明な点が
多い。われわれは、ラット胸腺を移植したBAL
B／cヌードマウス（TGヌードマウス）に眼や
涙腺を含む多臓器に自己免疫病が自然発症するこ
とを認めている。今回は自己免疫性角膜炎につい
て免疫病理学的な観察と臼己抗原の検索を行った
ので報告する。
　方法：TGヌードマウスは胎齢15日のF34
4ラット胸腺を4週齢のBALB／cヌードマウ
スの腎被膜下に移植することにより作製した。同
マウスはマウスTリンパ球系の免疫能を獲得する。
そこで同マウスを用いて以下のことを検討した。
①実体顕微鏡による角膜の観察。②眼球の組織学
的および免疫組織学的な観察。③問接蛍光抗体法
とELISAによる血中の自己抗体の検出ならび
に抗体価の検索。④イムノブロッティング法にお
ける角膜特異抗原の検索。
　結果および考察：①実体顕微鏡による角膜の観
察でラット胸腺移植後1ヶ月で約20％、2ヶ月
で約70％のマウス角膜への血管新生を両眼性に
認めた。同病変の組織学的な観察により実質への
リンパ球の浸潤と角膜上皮の増生を認めた。②免
疫組織学的な観察にて角膜の実質、特に上皮細胞
直下にイムノグロプリンと補体の沈着を認めた。
また間接蛍光抗体法により血中には角膜の上皮細
胞あるいは実質と特異的に反応する自己抗体（I
gG）が検出できた。さらにELISAにて抗体
価は最高6400倍まで認められた。③イムノブ
ロッティング法にて42、47、49、50KD
の位置に角膜特異抗原と思われるバンドを認めた。
　TGヌードマウスには自己免疫性角膜炎の自然
発症を認めた。また自己免疫性涙腺炎の発症も多
数認め、今後この角膜炎との相関やその発症機構
を究明するたあにも有意義なモデルであると思わ
れる。
　BALB／cヌードマウスの腎皮膜下にF84
4ラット胎仔胸腺を移植し細胞性免疫能を獲得さ
せると（以下、TGヌードマウス）、涙腺、眼、
唾液腺、甲状腺、胃、卵巣などの臓器に自己免疫
性炎症を自然発症する。眼には網膜の視細胞間質
に存在するIRBPを標的抗原としたぶどう膜網
膜炎が胸腺移植後3、4か月目より発症し、慢性
の経過を示す。このIRBP内のT細胞抗原決定
領域は、ルイスラットにおいてはすでに明かとさ
れているがマウスにおいては未だ同定されていな
い。今回我々は、ラットにおけるIRBP内のT
細胞抗原決定領域、1169－1191位を中心
に数種のペプチドを合成し、これらのペプチドに
対するTGヌードマウスの脾リンパ球増殖試験を
行い、当マウスにおけるT細胞抗原決定領域の同
定を試みた。また、TGヌードマウスにおけるぶ
どう膜網膜炎のエフェクターT細胞がそのTCR
Vβ鎖にどのような遺伝子を発現しているかを検
討するために、TGヌードマウスよりIRBP特
異的T細胞株を樹立し、そのTCRVβ鎖解析も
合わせて行った。合成ペプチドを用いたりンパ球
増殖試験の結果、TGヌードマウスにおけるIR
BP内のT細胞抗原決定領域はルイスラットと同
領域に位置していることが明かとなった。また増
殖反応が認められたP1182－1194の置換
ペプチドを用いた実験より、1182位のWおよ
び1194位のPはTGヌードマウスのT細胞抗
原決定領域において不可欠なアミノ酸残基である
ことが証明された。一方、TGヌードマウスより
樹立したIRBP特異的T細胞株は、そのTCR
Vβ鎖にVβ6およびVβ8の2つのVβファミ
リーを発現していることが明かとなった。
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